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「自立活動の時間における指導」学習指導案(細案)
平 成 2 1 年 ２ 月 ６ 日 （ 金 ） ２ 校 時
小学部 ほしグループ 男子２名 女子４名 計６名
場 所 小 学 部 1 組 教 室
指導者 白石聡子（CT），佐藤美由紀（ST1），久見瀨桂子(ST2)

１ 活動 「げきあそびをしよう」（Ⅲ）

２ 活動について
(1) 活動設定の理由

＜児童の実態＞
本グループの子どもたちは，これまでの学習を通して，劇遊びという限定された場面の中では，

相手に「かして」，「どいて」など言葉で伝えたり，「ねえねえ」という呼び掛けを使って自分の
意思を伝えるきっかけをつくったりすることができるようになってきている。

日常場面では，教師や友達と一緒に遊びたい気持ちから，ボール遊びや「いらっしゃいませ」
と大人のまねをして遊ぶなど，一緒に遊ぼうとする姿が見られる。しかし，おもちゃを「かして」
と言われても，泣いて「いやだ」と答えてトラブルになったり，一緒に遊びたくても「遊ぼう」
と友達に伝えることができずに，教師に助けを求めたりする姿も見られる。これは，自分の欲求
が先行し，相手の気持ちを受けとめることがまだ難しいこと，また，変化した環境への認知の困
難さから，自分を受けとめてもらえないのではないかという不安から，グループや学級の特定の
友達や教師以外には自分から伝えることができないためと考える。
＜活動の意義・価値＞

子どもたちは，特定の友達や，限定された場面において適切なかかわりができ，相手に伝えた，
受けとめられたという安心感を感じることができる段階である。そこで，安心感の中で，他者の
気持ちを受け入れることに挑戦したり，場面に応じた言葉や行動を学習することが必要であると
考えた。

そのようなことから，小集団での劇遊びを設定する。まず，日常生活で起こりうる場面設定で，
発信者と受信者の一対一で行う劇遊び（役割劇遊び）は，呼び掛けたら必ず応答してもらえると
いう安心感の中で成功体験を重ねることができ，相手に伝えたいという意欲を高めることができ
るものである。子どもにとって発信者と受信者の役割が分かりやすく，「呼び掛ける」，「応答す
る」というコミュニケーションの基礎を高めることができると考える。また，場に応じた言葉の
使い方や呼び掛けるときの身振りなど，適切なかかわりについて繰り返し学ぶことができると考
える。さらに，友達の演技を模倣したり，日常生活では難しいことが役を演じることでできたと
いう体験をしたりすることができると考える。次に，簡単な物語を題材とした劇遊び（お話劇遊
び）は，友達と一緒に言葉や身振りを使いながら，やりとりをする楽しさを味わうことができる
ものである。子どもたちは，集団の中での自分の役を意識したり，いろいろな役を経験したりす
ることで，他者の気持ちを体験することができる。また，お話劇遊びは，自由度の高いせりふで
演じることができるため，言葉のレパートリーを増やすことにもつながると考える。
＜ねらい＞

そこで本活動では，劇遊びを通して，相手に伝えた，受けとめられたという喜びや安心感を感
じたり，言葉，身振り，絵・文字カードなどを用いて，適切にかかわったりできるようにする。
また，集団の中での自分の役割を意識して活動することができるようにする。
＜指導観＞

１回目の活動では自己紹介を行い，自分の好きな物等を紹介したり，友達に質問をして知りた
いことを聞いたりすることで，自分のことを伝えたり他者のよさを認めたりすることができるよ
うにする。

役割劇遊びでは，まず教師が子どもにとって安心でき，受容される雰囲気作りをし，その中で，
成功体験を重ねることができるように，教師が，演技をする発信者，受信者の子どもの背後にそ
れぞれつき，子どもの予想される心情に共感して気持ちを言葉にしたり，状況に応じた言葉を先
導したりするようにする。呼び掛けは，日常場面でも使いやすい「ねえねえ」という言葉と身振
りを用いるようにする。お話劇遊びでは，いろいろなせりふを言ったり，役の気持ちを体験した
りすることができるように，いろいろな役を演じることができるようにする。また，伴奏での効
果音を入れることで役の心情を感じやすくしたり，歌を歌ってみんなで一緒に劇遊びをしている
連帯感を高めたりすることができるようにする。
＜展望＞

このような学習を通して，学校生活のいろいろな場面でも，自分の気持ちを伝えたり，かかわ
りを求めたりする意欲が高まると考える。そのことは，にじいろタイムにおいて，さらに安心感
が高まる学習が展開できるようになると考える。それらの成功体験を積み重ねることで，学校・
家庭・地域の中で，豊かに人とかかわり，自分の思いを伝えたり，他者の思いを受けとめる力を
養うことができると考える。
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(2) 実態

児 童
心理的な安定

環境の把握
コミュニケーション

日常のかかわり
相手の心情理解 他者の受け入れ 意欲と手段

相手の表情や口調 自分の要求は，「か 視覚的に物事をとら 興味・関心のあること 興味・関心のあること

から，「楽しい」，「怒っ して」，「～して」な えることが得意である。については，自分の知っ に対して特定の大人に要

た」などの気持ちを ど，伝えることがで 自分の言葉と他者ている言葉を並べて教師 求することが多い。

Ａ 児 理解することができ きる。人から要求さ の言葉の区別が付か に伝える。 周囲の友達に自分から

る。 れた時には「いいよ」 ないことが多い。 自分の言ってほしい言 かかわることは少ないが，

と言えずに黙ってそ 葉を引き出すために反対 欠席している友達を気に

の場からいなくなる。 の言葉を言って言葉遊び して家庭で名前を呼んだ

を楽しむ。 りする。

相手の表情や口調 「いや」と拒否が多 状況の因果関係 言語がやや不明瞭であ いろいろな活動に興味

で「怒っている」，「悲 く，「いいよ」と伝えを理解できること るが，伝えようとする意 をもって友達を誘って遊

しい」，「うれしい」 るまでに葛藤が見られ が多い。 欲は高い。 ぶが興味が，次へと移っ

Ｂ 児 などの心情を理解す る。 文字は拾い読み 自分の過去の状況や家 てしまうため遊びが続か

ることができる。 教師の支えで， で，日常生活に使 族の友達の様子気持ちを ないことがある。

「ちょっとまってて」 う言葉は読めない 「ママ，足痛い」などの ごっこ遊びでお母さん

などの言葉で表現できが見て手掛かりに 二語文で伝えることがで や先生になって楽しむ。

つつある。 できる。 きる。

相手の表情や口調 大人とかかわるた 気持ちの切り替え 語いは多くはないが伝 遊びなどの終わりは理

で「怒っている」，「悲 めに，拒否をするこ を快・不快のイメー えたいことが多く，「あの 解しているが，自分で終

しい」，「うれしい」 とがある。 ジで生活するため， ね」といろいろな大人に 了することが難しい。見

Ｃ 児 などの心情を理解す 嫌なときに大声で うまくいかないこと 伝えようとする。 通しをもったり，終わり

ることができる。 拒否せずに「ちょっ があると，かむなど 特定の友達の様子や家 のサインをしたりするこ

とまってて」と表現 の不適切な行動で伝 族について心に残った場 とで終わることができつ

できつつある。「いい えようとすることが 面を二語文で伝えること つある。

よ」と伝えるまでに ある。 ができる。

時間が掛かる

相手の表情や口調 大人からの要求や 周りの環境や友達 早口で音声不明瞭だが， ごっこ遊びが好きで，お

で「期待している」，特定の友達に関して の様子を見て，その積極的に大人や特定の友 母さん役や赤ちゃん役を楽

「心配している」な 受け入れる。 場に応じた行動をす達に話し掛ける。 しむ。

Ｄ 児 どの心情を理解する 仲のいい友達関係 ることができる。 前日の出来事や楽しみ できることをわざとしな

ことができる。 の中で，拒否できな 相手の伝達手段や にしていること，「寂し かったり，嫌がったりする

いことや，強引に誘 理解度を考えた行動 かった」などの自分の気 ことがあるが，自信を高め

うことがある。 は難しい。 持ちを，身振りを加えて る言葉掛け等で立ち直るこ

伝えようとする。 とができる。

相手の表情や口調 特定の大人や友達 周りの環境や友達 表出言語は少ないが， 大人を「あそんで」と

で「うれしい」，「悲 に関しては受け入れ の様子を見て，その日常に関する言葉など理 遊びに誘うことができる。

しい」，「怒っている」ることができるが， 場の様子を理解した解している言葉は多い。 友達を誘うことは少ない

Ｅ 児 などの心情を理解す 不安定なときは「い り，予測して行動し 限られた場面ではある が，好きな友達がトラン

ることができる。 や」という強い拒否 たりすることができ が，自分から大人にカー ポリンなどで遊んでいる

で友達に伝えてしま る。 ドや言葉等で伝えようと と，自分から遊びに入り

うことがある。 する。 に行く。

特定の大人の表情 特定の大人に関し 自分の思いをその 音声が明瞭であり，二 「バスケット一緒にし

から「うれしい」，「楽 ては受け入れる。 まま行動に移してし語文で，自分から友達や よう」など友達や大人に

しい」，「悲しい」， 教師の見守りを支 まうこともあり，自大人に話し掛けることが 積極的にかかわって遊

Ｆ 児 「怒っている」など えに，友達に「どう 己と他者と事象の位多い。 ぶ。

の心情を読み取るこ ぞ」と譲ることがあ 置付けが不十分であ 「うれしかったね」，「じょ 音刺激に敏感で，いろ

とができる。 る。 る。 うずだね」など自分が安 いろな行動が中断した

心するために，共感を求 り，影響を受けたりする

める言葉を繰り返す。 ことがある。
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３ 指導目標
(1) 全体目標

Ａ 劇遊びを通して，相手に伝えた，受けとめられたという喜びや安心感を感じることができる
ようにする。(心理的な安定) ※全員共通

Ｂ 劇遊びを通して，言葉，身振り，絵・文字カードなどを用いて，状況に応じた適切なかかわ
りができるようにする。(コミュニケーション)

(2) 個人目標
児童 本活動に関する課題 具体的な個人目標（規準）

劇の中では，グループ全員の友達に呼び掛 Ａ 劇遊びを通して，相手に伝えた，伝わったと

けることができるようになった。また，欲し いう喜びや安心感を感じることができる。

い物があるとき，教師に対して「かしてくだ Ｂ 劇の中で，教師の言葉や身振りを手掛かりに

Ａ 児 さい。」と頼むことができる。しかし，「どい して，ほしグループの友達に呼び掛けたり，「ど

て」，「やめて」などは言葉で伝えることが難 いて」，「やめて」などの言葉を相手に伝えるこ

しく，困った表情になることがある。 とができる。

劇遊びを通して，教師や友達と一緒に，相手

に伝えようとすることができる。

役割劇遊びの中では「いいよ」と優しい口 Ａ 劇遊びを通して，相手に伝えた，伝わったと

調で言うことができるようになってきてい いう喜びや安心感を感じることができる。

る。また，「かして」等の発信者の言葉を場 Ｂ 教師や友達の演技を手掛かりにして，「ちょっとま

Ｂ 児 面に応じて適切に言うことができ自信をつけ ってて」，「いいよ」など，場面に応じた言葉で伝える

ている。しかし，言語不明瞭で相手にうまく ことができる。

伝わらない経験等から自分に自信がもてない 自分の役を意識しながら，身振りや言葉で相手に

ことがある。ほかの人からの評価を受けて上 伝えようとしたり，答えたりすることができる。

手にできた自分を振り返ることが課題であ

る。

生活場面で相手に対して何かを伝えたいと Ａ 劇遊びを通して，相手に伝えた，伝わったと

いう思いが強く，積極的に挙手したり，友達 いう喜びや安心感を感じることができる。

や教師に話し掛けたりする。しかし，状況に Ｂ 教師や友達の演技を手掛かりにして，適切な言葉

Ｃ 児 応じた言葉の理解が不十分で「いや」と大声 で，「ちょっとまってて」，「やめて」，「いいよ」など，

で拒否してしまったり，泣いて訴えようとし 伝えることができる。

たりすることがある。語いは多いので「どう 自分の役を意識しながら，身振りや言葉で相手に

言えばいいか」と推量する思考・操作を行う 伝えようとしたり，答えたりすることができる。

ことが課題である。

生活場面で相手に対して何かを伝えたいと Ａ 劇遊びを通して，相手に伝えた，伝わったと

いう思いが強く，積極的に挙手したり，友達 いう喜びや安心感を感じることができる。

や教師に話し掛けたりする。しかし，嫌がっ Ｂ 状況に応じて，自分の言葉で，相手に伝えること

Ｄ 児 ている相手の気持ちに気付かずにいることが ができる。

ある。相手の気持ちに気付いて自分の行動を 自分の役を理解して，状況に応じた言葉で，気持

振り返ることが課題である。 ちを伝えることができる。

劇の中では，グループ全員の友達に呼び掛 Ａ 劇遊びを通して，相手に伝えた，伝わったと

けることができるようになった。呼び掛けた いう喜びや安心感を感じることができる。

ら，応答される経験が自信につながりつつあ Ｂ 劇の中で，教師の言葉や身振りを手掛かりに

Ｅ 児 る。また，役割劇遊びの中で「かして」と相 して，ほしグループの友達に呼び掛けたり，「ど

手に伝えることができる。しかし，生活場面 いて」，「やめて」などの言葉を相手に伝えるこ

では伝えられる人が限られている。 とができる。

自分の役を意識しながら，教師や友達と一緒

に，言葉や身振りで伝えることができる。

友達から，笑顔で「いいよ」，「ありがとう」 Ａ 劇遊びを通して，相手に伝えた，伝わったと

と言われたくて，自分から呼び掛けることが いう喜びや安心感を感じることができる。

できる。友達の応答が遅いときは，「いいよ」 Ｂ 劇の中で，教師の言葉や身振りを手掛かりに

Ｆ 児 と相手のせりふを先に言い，笑顔の応答を期 して，「どいて」，「やめて」などの言葉を相手

待して待っている。しかし，友達や教師が言っ に伝えることができる。

た言葉を状況に合っていなくても言い続ける 自分の役を意識しながら，言葉で相手に伝え

ことがある。 ることができる。
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４ 指導計画（総時数 12時間 全6回）

次 主な学習活動・内容 時数 時間における全体目標

１ 自己紹介をする。

・ 自分の好きなことを伝えたり，友

名前・学年・家族・好きな食べ物・ 達の話を聞いたりすることができる。

一 好きな遊び・好きな友達など 2

・ よく伝わるように表現することが

２ 友達に質問をして，知りたいことを聞く。 できる。（音量・表情など）

１ 役割劇遊びをする。

・ 役割劇遊びを通して，相手に伝え

た，受けとめられたという喜びや安心

感を感じることができる。

・ 日常の様々な場面における適切な

表現の仕方を知ることができるよう

にする。

(1) 教師の演技をVTRで見る。

→（必然性を高める）

(2) みんなで考える。

→（十分な思考・操作）

「こんなとき，どうしたらいいのかな？」

「○○と言えばいいんだね」

(3) 役割劇遊びをする。

「みんなでやってみよう」

(4) 伝えた言葉や気持ちを振り返る。

→（学習を振り返る）

二 8

２ お話劇遊び「おおかみと７ひきのこやぎ」を

する。 本時 ・ 活動の中で自分の役割を理解し，

(1) 劇のVTRを見る。 →（必然性を高める） 5/8 教師の支援を受けながら友達とかか

(2) 役を決める。 →（十分な思考・操作） わるようにする。

(3) 演技をする。 ・ いろいろな役を演じることで，状

「やりたい役を演じてみよう」 況に応じたかかわりをすることがで

きるようにする。

・ おおかみ：子やぎ役の要求に答える。

「ごめんね」と謝る。

・ 子やぎ：カードを選んで「○○して」

とおおかみに伝える。

・ 母やぎ：「いってきます」「ただいま」

・ 子ヤギどうしのやりとりをする。

「マイクをかして」「いいよ」など

(4) よかったところを発表する。

→（学習を振り返る）

１ みんなでパーティーをする。 ・ 自然な場面のやり取りの中で，友

→（実践意欲を高める） 達に気持ちを伝えることができる。

三 ・ 買物ごっこをする。 2

・ お店屋さんとお客さん役を決める。

・ 必要な品物をそろえてパーティ－をする。

・ 貸してほしいとき
・ 一緒に遊びたいとき
・ どいてほしいとき
・ やめてほしいとき
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５ 本時の学習（7/12）
(1) 全体目標

ア 劇遊びを通して，相手に伝えた，受けとめられたという喜びや安心感を感じることができ
る。

イ 劇遊びを通して，教師の言葉掛けや身振り動作などを手掛かりに，「あそぼう」，「いいよ」，
「ちょっとまってて」などの言葉や身振りで伝えることができる。

(2) 個人目標
児 童 具体的な目標(Ａ) 具 体 的 な 目 標(Ｂ)
Ａ児 教師の身振りや言葉を手掛かりにして，「ねえねえ」と呼び掛

けたり，「遊ぼう」と言葉で伝えたりすることができる。
Ｂ児 教師の身振りや言葉を手掛かりにして，「いいよ」，「ちょっとまっ

劇遊びを通し てて」など，言葉と身振りで応答することができる。
Ｃ児 て，相手に伝えた， 教師の言葉を手掛かりにして「いいよ」，「ちょっとまってて」と言

受けとめられたと 葉で応答することができる。
Ｄ児 いう喜びや安心感 お話劇遊びで，状況に合った自分の言葉で伝えることができる。

を感じる。
Ｅ児 教師の身振りや言葉を手掛かりにして，「ねえねえ」と呼び掛

けたり，「遊ぼう」と言葉で伝えたりすることができる。
Ｆ児 お話劇遊びで，自分の役を意識しながら，教師の言葉を手掛か

りにして，相手に伝えることができる。

(3) 指導及び支援に当たって
本グループの子どもたちは，これまでの活動で「かして」，「どいて」，「あそぼう」，「ちょっ

とまってて」の言葉について学習してきた。そして劇遊びの中では，教師の言葉や身振りを手掛
かりにしながら，相手に伝えることができるようになってきている。本時では，日常の場面でも
見られる一緒に遊びたい場面の劇遊びを設定する。

必然性を高めるために
役割劇遊びでは，日常よく遊んでいるおもちゃを用いて，「おもちゃで一緒に遊びたい」と

いう子どもたちにとって身近な場面を設定したり，「あそぼう」，「いいよ」など短いフレーズ
の言葉や簡単な身振りを用いるようにすることで，「わたしにもできそう」と意欲を高めるよ
うにする。また，お話劇遊びとして，子どもたちに親しみのある「おおかみと７ひきのこやぎ」
を題材とし，簡単なストーリーの中でいくつかの役を設定することで，子ども同士がかかわり
合いながら役を演じることができるようにする。さらに，教師が演じているVTRを見ることで，
興味・関心を高めることができるようにしたい。

思考・操作を十分に行うために
視覚的に分かりやすいVTRを使用することで，課題が意識できるようにする。その際，「こん

なとき，どうする？」の発問の後に，VTRを見ることで，どのように伝えたらいいか考えること
ができるようにする。また，劇の中で教師が場面の状況を説明したり，「面白そうだな」など，
予想される子どもの心情を言葉にすることで，子どもが，どのような言葉を使えばいいか考え
たり，相手に伝えたりすることができるようにしたい。また，お話劇遊びでは，教師も役の一
人として演じることで，状況を説明しながらあらすじを分かりやすくしたり，子どもの自発的
な言葉を引き出したりするようにしたい。

学習を振り返るために
劇遊びの後に，「何と言っていたかな」と発問することで，子どもたちが演技を振り返るこ

とができるようにしたい。このとき，「～と言っていたね」と教師が言葉掛けをしたり，「うれ
しかったね」と気持ちを共感したりすることで，子どもが自分や友達の演技のよかったところ
に気付くことができるようにする。また，記憶の新しいうちに振り返ることができるように，
役割劇遊びとお話劇遊びの活動の直後に，それぞれ振り返りの時間を設定したい。

実践意欲を高めるために
授業の後，学習で楽しかったことを子どもの気持ちに共感したり，補足したりしながら，学

級担任に伝えることで，満足感を味わい，学習したことを日常生活の中で実践したいという意
欲につながるようにしたい。また，教師間で学習内容や課題を共通理解し，同じ手立てを行う
ことで，力を発揮できるようにしたい。
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(4) 実際
過程 主な学習活動 具体的な指導及び支援の手立て 資料・準備

１ 名前を呼ばれたら返事をする。 写真カード

２ はじめのあいさつをする。 ・ 教師や友達と一緒にあいさつをすることで，めあてカード

３ 本時の学習について知る。 学習の始まりを意識できるようにする。

導入

(5分) ・ 「こんなときどうする？」は，みんなで身

振りをつることで，意欲を高めるようにする。

４ 役割劇遊びをする。

いっしょにあそびたいとき ・ 「こんなときどうする？」の発問の後に，VTR VTR

友達がおもちゃで遊んでいるのを見て自 を見ることで，考えることができるようにす

分も遊びたいなと思っている場面。 る。

(1) VTRを見て，相手にどのように伝 緑帽子

えたらよいのかを考える。 ・ Ｅ児は，２番目以降に演技をすることで， 白帽子

(2) 演技する順番を知る。 友達の演技をモデルとできるようにする。 おもちゃ

(3) それぞれ緑帽子(発信者），白帽子 ・ 演技をする際，「スタート」と「カット」は

(受信者）をかぶり役割劇遊びをす CTと見ている子どもが全員で言うことで，

る。 友達の演技に注目できるようにする。

・ Ｂ児が「いやだ」と拒否したときは「もう

少し一人で遊びたいな」など，予想される気

持ちを言葉にして，「ちょっとまってて」な

どの言葉を引き出すようにする（ST2）。

・ Ｅ児が演技をするときは，相手の肩をたた

く身振りを示すことで，言葉を引き出すよう

にする。（ST1）

・ 「いいよって言われてうれしかったね」等，

気持ちを言葉にし，振り返りができるように

展開 する。（ST）

(30分) ・ Ｄ児 については，どんな気持ちだったか質

問することで，振り返ることができるように

(4) 伝えた言葉や気持ちを振り返る。 する。（CT）

５ お話劇遊びをする。 ・ Ｂ児が，VTRを見ながら，前に出て歌った後

「おおかみと７ひきのこやぎ」 は，合図を出していすに座ることができるよ VTR

うにする。

(1) 教師が演じているVTRを見る。 ・ 役を決めるときには，「やりたい人」と発問 役の絵カード

する。Ｅ児はカードを提示して，カードから 役の帽子

(2) 役を決める。 役を選択できるようにする。 ドア

・ お母さんやぎ（１人） ・ Ｂ児の言葉が伝わりにくい場合は，CTが役 マイク

・ 子ヤギ（４人） の一人として自然な流れで言葉を繰り返すこ 白のカバー

・ おおかみ（１人） とで，成功体験を重ねることができるように ピアノの伴奏

する。

(3) 劇をする。 ・ 状況を説明したり，気持ちを言葉にしたり

することで，劇の中で「かして」「ありがと

う」などの言葉を引き出すようにする。(CT，

ST2）

・ みんなで歌を歌うことで，最後まで一緒に

演技をする意欲を高めるようにする。

・ ピアノ伴奏をすることで，状況や場面を分

かりやすくしたり，気持ちを表現しやすくし

たりする。

(4) 上手にできたことを振り返る。 ・ 劇の後に，CTが，子どもの言葉や動きを取

り上げ，振り返りができるようにする。

終末 ６ 次時の活動について知る。 ・ 次時の活動について知り，意欲を高めること

(5分) ７ おわりのあいさつをする。 ができるようにする。

※ CT：チーフティーチャー，ST：サブティーチャー

げきあそびをしよう

１ こんなときどうする？

２ げき「おおかみと７ひきのこやぎ」

＜予想されるやり取り＞

白：おもちゃで遊んでいる。

緑：「ねえねえ，一緒に遊ぼう。」

白：「ちょっと待ってて。」または「い

いよ。」

緑：(待ってての場合）遊び終わるの

を待つ。

白：遊び終わって「どうぞ。」または

「一緒に遊ぼう。」

緑：「ありがとう。」
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(5) 場の設定
① 導入・役割劇遊び・終末 ② お話劇遊び

黒板 ピアノ 黒板 ピアノ
CT ST１

CT
Ｆ児 Ｄ児

Ｅ児 Ｂ児 ドア
Ａ児 Ｃ児
ST２ ST１ 出入口 出入口

ST２

：子ども， ：教師
(6) 教材・教具

緑の帽子 白の帽子 おもちゃ ドア
役割劇遊びで「発信者」 役割劇遊びで「受信者」 役割劇遊びで一緒に遊ん お話劇遊びでおおかみと子や

の役の子どもがかぶる。 の役の子どもがかぶる。 だり，貸し借りをしたりす ぎの間にある。真ん中に穴が開
る。 いており，手など出す。

絵カード 役の帽子 マイク 白のカバー
お話劇遊びの登場人物の お話劇遊びで，演じる役 厚紙を巻いて作ったも 最後の質問でおおかみが

絵カード。演じる役を決め の絵カードが張ってある。 の。大きな声を出したいと 母やぎになりきるときに，
るときに使う。 演技中にかぶる。 きに使う。 手や足にかぶせて使う。

(7) 評価
① 個人目標に関する評価

ア 劇遊びを通して，相手に伝えた，受けとめられたという喜びや安心感を感じることができる。
※全員共通

個人目標(Ａ)の評価基準

児 童
日常生活場面での安心している様子 日常生活場面での安心していないときの様子 評

(表情・言葉，しぐさ) (表情・言葉，しぐさ) 価
・ 笑顔で首をすくめたり，歌を口ずさん ・ 「ママ来る」，「お迎え」，「おしまい」など

Ａ 児 だりする。 と繰り返して言ったり，泣き叫んだりする。
・ 好きな人や物に抱きついたり，完全で ・ 寝転んだり，両脚を大きく開いて床に座っ

はないがスキップをしたりする。 たりする。
・ 笑顔で「いい？」「いっしょ，いい？」 ・ 表情がこわばり，怒鳴り声で「あっちいっ

Ｂ 児 などと話し掛ける。 て」「いや」と言う。
・ 柔らかい表情で相手を見ながら，ゆっ ・ バタバタと動きが速くなり，物を投げたり，

くり話す。 相手をたたいたりする。
・ 友達や教師に対して，優しい声で「い ・ 「あついの」，「ポンポンいたい」，「いや」

Ｃ 児 い？」「ありがと」「ごめんね」などと言 などの言葉を泣きながら繰り返し言う。
う。 ・ その場に座り込んだり，動こうとしなくなっ

・ 笑顔でスムーズに動く。 たり ，相手にかみつこうとしたりする。
・ 教師や友達の話を聞いて「いいねえ」 ・ 表情がこわばったり，友達の行動を指摘す

などの言葉が増える。 ることが多くなったりする。
Ｄ 児 ・ 笑顔で腰をかがめたり，身振りが大き ・ 動きが止まったり，座り込んだりして大声

くなったりして，自分のことをたくさん をあげる。
話す。

・ 友達や教師に笑顔でしがみついて，距 ・ 「いや」と泣きながら，手足をバタバタす
Ｅ 児 離が近くなる。 る。

・ 要求などが多くなり，サインや言葉で ・ 身体の接触の過敏さが増し，「イヤー」と指
伝えることが増える。 差す。

・ 優しい表情で共感を欲して「ねー」「い ・ 「しないの」「いやなの」と拒否の言葉が増
Ｆ 児 いよ」「ありがとう」「たのしかったね」 えて，言葉や指示が通らなくなり，動かなく

などの言葉が増える。 なる。
・ 泣いてトイレに行ったり，たたいたりする。

○:達成した △:達成できなかった

母 や ぎ 役

や
ぎ
役

おおかみ役

テ レ ビ

机

机

テ レ ビ
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個人目標(B)の評価基準
児童 個人目標(Ｂ)の評価基準 評価 具体的な手立ての評価 評価

◎：自分から「ねえねえ」「あそぼう」と伝 肩をたたく身振りを示し

えることができる。 たり，「あそぼう」の「あ」

Ａ児 ○：教師の身振りや言葉を手掛かりにして， など語頭音を示したりし

「ねえねえ」「遊ぼう」と伝えることがで て，言葉や身振りを引き出

きる。 すことができたか。

△：言葉，身振りで伝えることができない。

◎：自分から「まってて」などと応答する 「もう少し一人で遊びた

ことができる。 いな」など，気持ちに共感

Ｂ児 ○：教師の身振りや言葉を手掛かりにして， しながら，言葉を引き出す

「いいよ」，「ちょっとまってて」など，言葉 ことができたか。

と身振りで応答することができる。

△：言葉，身振りで伝えることができない。

◎：自分から「まってて」などと応答する 「もう少し一人で遊びた

ことができる。 いな」など，気持ちに共感

Ｃ児 ○：教師の身振りや言葉を手掛かりにして， しながら，言葉を引き出す

「いいよ」，「ちょっとまってて」など，言葉 ことができたか。

と身振りで応答することができる。

△：言葉，身振りで伝えることができない。

◎：お話劇遊びで，状況にあった自分の言 お話劇遊びの中で，教師

葉で伝えることができる。 が状況を説明したり，問い

Ｄ児 ○：教師の言葉を手掛かりにして，状況に 掛けたりしながら，本児の

合った言葉で伝えることができる。 言葉を引き出すこができた

△：言葉，身振りで伝えることができない。 か。

◎：自分から「ねえねえ」，「あそぼう」と 肩をたたく身振りを示し

伝えることができる。 たり「面白そう」など，気

Ｅ児 ○：教師の身振りや言葉を手掛かりにして， 持ちに共感しながら，言葉

「ねえねえ」，「遊ぼう」と伝えることが を引き出すことができた

できる。 か。

△：言葉，身振りで伝えることができない。

◎：お話劇遊びで，自分の役を意識しなが 言葉が出そうだが時間が

ら，教師の言葉を手掛かりにして，相手 掛かる場合に「かして」の

Ｆ児 に伝えることができる。 「か」などの語頭音を教師

○：自分の役を意識しているが，相手に伝 が示し，言葉や身振りを引

えることができない。 き出すことができたか。

△：言葉や身振りで伝えることができない。

② 全体目標に関する評価

ア 劇遊びを通して，相手に伝えた，受けとめられたという喜びや安心感を感じることができたか。

イ 劇遊びを通して，教師の言葉掛けや身振り動作などの手掛かりに，「あそぼう」，「いいよ」，

「ちょっとまってて」などの言葉や身振りで伝えることができたか。


